
ＪＩＳマーク付きの製品は、その製品が一定の品質や性能を確保していることを証明するものですが、
使い方を誤ると重傷や死亡に至る事故は発生します。取扱説明書をよく読んで正しくお使いください。

ＪＩＳマーク付きのベッドでは事故は起きないの？

【JISマーク表示例】

項目の代表例（JIS 規格文を要約しています）

サイドレール（柵）

ベッドに寝ている人の転落や寝
具の落下を防ぐための製品です。

BD
AC

E

ベッド用グリップ（てすり）

ベッド上での起き上がりやベッ
ドからの立ち上がりなどの動作
を補助するための製品です。

●Ａ サイドレール（ベッド用グリップ）の中に頭や手足が
入り込んだ　32件

●B サイドレールとサイドレール（ベッド用グリップ）との間に
首が入り込んだ　16件

●C サイドレール（ベッド用グリップ）とボードの間に
首が入り込んだ　11件

●D サイドレール（ベッド用グリップ）とマットレスや
ベッドフレームの間に頭や手足を挟んだ　11件

●E 着衣の襟がベッド用グリップのレバーに引っ掛かり
窒息した　3件
首振りの固定レバーが外れ、転倒した　6件

■2007年5月14日～2022年7月31日集計　消費生活用製品安全法に基づく重大事故として報告されたもの
　 ※重大事故：死亡、負傷または疾病であってこれらの治療に要する期間が30日以上等

２００９年３月に介護ベッドのＪＩＳ規格が大幅に変更され、サイドレールとサイドレールのすき間だけでなく、
安全に関わる数十項目が厳しく規定されました。さらに、国際規格との整合のために、２０１５年１２月にも改定されました。

サイドレールとサイドレール、サイ
ドレールとボードのすき間は直径
　　 の物が入り込まないこと、も
しくは　　　　以上であること。
6cm

31.8cm

ベッドとサイドレール、ベッド
用グリップの適合する組み合
わせを明確にすること。サイドレール内の空間は直径

　　　 の物が通らないこと。

ベッド用グリップの
開閉テストで1万回
をクリアすること。

衣服が絡みつくよう
な形状でないこと。

12cm

サイドレール・ベッド用グリップのすき間の事故

　サイドレール内部のすき間や、サイドレール、ベッド用グリップ等とのすき間は、頭や首の挟み込みによる事故
のリスクが大きい部分であり、死亡事故等が報告されています（特に、JIS規格が改正された2009年以前の製
品で多く報告されています。）。
　これらの事故の多くは、利用者の身体状況や使用状況によると思われるものであり、危険な部分があるかど
うかの確認と正しい使い方によって未然に防ぐことができます。
　サイドレール等による事故を未然に防止していただくため、この「医療・介護ベッド安全点検チェック表」に基
づいた点検を実施し、必要に応じて対応を行ってください。
　また、『医療・介護ベッド安全普及協議会』のホームページでは、事故事例とその対応策を紹介した動画「医
療・介護ベッドに潜む危険」を見ることができますので、併せてご利用ください。

医療・介護ベッド安全点検チェック表
医療・介護ベッドを安全にお使いいただくために

最新のベッドはどうなっているの？
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